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美
し
い
研
究
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
美
し
い
の
は
装
訂
の
み
で
は
な
い
。
本
書
に
横
す
る
研
究
の
美
学
で
あ
る
。
本
書
は
、
序
論
と
し
て
の
「
泉
鏡
花
素
描
」
を
巻
頭
に
、
著
者
が
三
十
五
年
間
（
昭
和
57年
～
平
成
28年
）
に
執
筆
し
た
十
八
の
精
選
論
文
に
、
書
き
下
ろ
し
の
一
を
加
え
、
Ⅰ
～
Ⅳ
の
四
部
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
索
引
も
付
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
著
者
の
研
究
倫
理
、
文
学
研
究
者
と
し
て
の
美
意
識
が
充
ち
満
ち
て
い
る
。
当
代
泉
鏡
花
研
究
の
紛
う
こ
と
な
き
第
一
人
者
で
あ
る
吉
田
昌
志
氏
が
自
ら
の
研
究
理
念
と
方
法
を
世
に
問
う
、
き
わ
め
て
挑
発
的
な
一
冊
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
構
成
に
し
た
が
っ
て
内
容
紹
介
を
試
み
た
い
。
Ⅰ
で
は
、
日
清
戦
争
前
後
の
初
期
作
品
を
と
り
あ
げ
、
鏡
花
に
お
け
る
内
的
モ
チ
ー
フ
の
生
成
が
論
じ
ら
れ
る
。
「
予
備
兵
」「
海
城
発
電
」「
化
銀
杏
」
は
、
こ
の
十
数
年
、
新
進
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
国
民
国
家
論
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
発
想
を
取
り
入
れ
た
論
文
が
産
出
さ
れ
た
作
品
群
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
基
礎
研
究
を
い
ち
早
く
提
示
し
た
の
が
著
者
で
あ
っ
た
。
「
観
念
小
説
期
の
泉
鏡
花
兵
役
と
戸
主
相
続
の
問
題
を
通
し
て
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
平
7）
で
は
、
徴
兵
や
戸
籍
制
度
の
問
題
を
視
座
と
し
て
、
「
義
務
」
と
い
う
「
観
念
」
の
形
成
が
た
ど
ら
れ
る
。
「
海城
発
電
成
立
考
」
（「
青
山
語
文
」
平
5）
で
は
草
稿
と
の
比
較
を
通
し
て
、
鏡
花
が
直
面
し
た
社
会
状
況
を
検
証
。
「
ふ
た
つ
の
予
備
兵

泉
鏡
花
と
小
栗
風
葉
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」
平
1）
で
は
、
日
露
戦
争
下
に
書
か
れ
た
小
栗
風
葉
の
脚
本
と
の
比
較
を
行
う
。
「
泉
鏡
花
と
広
津
柳
浪
「
化
銀
杏
」
と
『
親
の
因
果
』
の
関
係
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」
平
12）
で
は
、
当
時
の
文
壇
で
話
題
と
な
っ
た
模擬
と
剽
竊
と
い
う
補
助
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
吉
田
氏
の
作
家
作
品
研
究
は
鏡
花
単
独
に
閉
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
社
会
状
況
や
文
壇
状
況
を
幅
広
く
視
野
に
入
れ
て
多
角
的
に
為
さ
れ
て
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
続
く
Ⅱ
で
は
、「
通
夜
物
語
」
か
ら
「
歌
行
燈
」
ま
で
、
明
治
期
を
対
象
に
、
作
品
検
証
を
起
点
と
す
る
作
家
像
の
創
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
草
迷
宮
覚
書
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
」
（
「
緑
岡
詞
林
」
昭
58）
は
、
民
謡
研
究
の
高
潮
と
い
う
文
化
状
況
を
精
査
し
、
こ
れ
を
背
景
に
鏡
花
の
創
作
姿
勢
を
考
察
す
る
。
「
歌
行
燈
覚
書
宗
山
の
こ
と
な
ど
」
（
「
学
苑
」
平
6）
は
、
モ
デ
ル
の
検
証
に
は
じ
ま
り
、
能
楽
界
の
動
向
を
視
野
に
い
れ
て
作
品
の
主
題
に
迫
る
。
「
瓔
珞
品
の
素
材
」
（
「
学
苑
」
平
9）
は
郷
友
吉
田
賢
龍
と
の
関
わ
り
を
徹
底
的
に
洗
い
だ
し
た
の
ち
、
宗
教
界
の
動
向
を
検
証
。
鏡
花
の
怪
異
幻
想
小
説
が
、
奔
放
な
想
像
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
身
近
な
人
々
と
の
私
的
交
流
に
基
づ
く
見
聞
や
体
験
が
沈
潜
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
は
川
底
で
洗
わ
れ
た
珠
石
の
よ
う
な
実
人
生
の
痕
跡
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
個
一
個
丹
念
に
拾
い
あ
げ
て
い
く
の
が
著
者
の
研
究
な
の
で
あ
る
。
「
祖
母
の
死
と
女
客
」 （
「
学
苑
」
昭
64）、
「
	子
滞
在
と
起
誓
文

舞
の
袖
」 （
『
近
代
文
藝
新
攷
』
平
3）
で
も
、
人
生
の
エ
ポ
ッ
ク
が
執
筆
の
動
機
や
背
景
と
し
て
探
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
記
的
検
証
が
、
『
新
編
泉
鏡
花
集

別
巻
二
』
（
岩
波
書
店
、
平
18）
の
「
年
譜
」
へ
と
収
斂
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一
つ
一
つ
の
作
品
を
慎
重
に
検
証
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
点 、
は
、
い
つ
し
か
一
筋
の
線 、
と
な
り
、
あ
ざ
や
か
な
描
線
を
描
き
だ
す
。
Ⅱ
の
巻
頭
に
配
さ
れ
た
「
通
夜
物
語
の
か
た
ち
」
（
『
女
性
文
化
と
文
学
』
平
20）
は
、
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
上
演
史
を
視
野
に
入
れ
て
、
初
出

初
版

所
収
の
異
同
を
検
証
し
、
本
作
を
成 、
立 、
と 、
受 、
容 、
の 、
両 、
面 、
か 、
ら 、
捉
え
な
お
す
画
期
的
論
考
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
Ⅱ
に
限
っ
た
こ
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と
で
は
な
い
が
、
収
録
さ
れ
た
全
て
の
論
文
に
は
、
そ
の
後
の
研
究
を
網
羅
吸
収
し
た
精
緻
な
「
追
記
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
一
つ
の
観
点
は
、
鏡
花
文
学
の
全 、
身 、
像 、
を
写
し
と
る
た
め
の
描
線
と
し
て
、
常
に
周
到
に
描
き
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ⅲ
で
は
、
大
正
期
の
作
品
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。「
印
度
更
紗
と
漂
流
記

天
竺
物
語

」
（「
青
山
語
文
」
昭
57）
は
、『
漂
流
奇
談
全
集
』
の
摂
取
を
検
証
。「
芍薬
の
歌

ノ
ー
ト
」
（
『
論
集
泉
鏡
花
』
昭
62）
は
深
川
も
の
の
描
線
を
引
く
。
「
由
縁
の
女
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
青
山
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
」
昭
57）
は
、
自
筆
原
稿
か
ら
初
出
初
版
へ
の
異
同
を
た
ど
っ
て
成
立
過
程
を
検
証
す
る
。
点
検
作
業
か
ら
表
記
の
仕
方
ま
で
、
異
同
研
究
の
お
手
本
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
露
宿
を
め
ぐ
っ
て
鏡
花
の
随
筆
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
1）
は
、
関
東
大
震
災
時
の
随
筆
に
着
目
し
た
も
の
で
、
吉
田
昌
志
編
『
鏡
花
随
筆
集
』
（
岩
波
文
庫
、
平
25）
へ
の
描
線
は
、
こ
の
時
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
て
感
慨
深
い
。
Ⅳ
の
「
鏡
花
の
な
か
の
一
葉
「
薄
紅
梅
」
を
中
心
と
し
て
」
（
『
論
集
口
一
葉
』
平
8）
は
、
昭
和
期
の
自
伝
的
青
春
回
顧
小
説
を
と
り
あ
げ
、
一
葉
と
の
関
わ
り
を
再
検
証
。
「
泉
鏡
花
と
草
双
紙
「
釈
	八
相
倭
文
庫
」
を
中
心
と
し
て
」
（
「
文
学
」
昭
62）
は
、
草
双
紙
の
視
覚
的
受
容
を
、
「
化
鳥
」「
由
縁
の
女
」
等
に
見
い
だ
す
。「
鏡
花
の
転
居
」
（
「
泉
鏡
花
研
究
会
会
報
」
平
4）
は
上
京
後
の
転
居
を
、
新
た
な
伝
記
的
事
項
を
加
え
て
確
定
し
た
論
で
あ
り
、
今
後
の
作
品
研
究
作
家
研
究
に

が
る
様
々
な
ヒ
ン
ト
に
満
ち
て
い
る
。
さ
ら
に
圧
巻
な
の
は
、
書
き
下
ろ
し
論
文
「
泉
鏡
花
と
演
劇
新
派
新
劇
と
の
関
係
か
ら
「
夜
叉
ケ
池
」
に
及
ぶ
」
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
九
十
三
頁
。
原
稿
用
紙
に
換
算
す
れ
ば
二
百
枚
を
ゆ
う
に
超
え
る
、
新
書
一
冊
に
匹
敵
す
る
質
量
の
論
考
で
あ
る
。
地
方
公
演
や
異
題
の
上
演
ま
で
も
を
洗
い
出
し
、
新
聞
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
や
劇
評
に
よ
っ
て
裏
付
け
な
が
ら
、
当
時
の
演
劇
状
況
に
位
置
づ
け
て
い
く
手
腕
に
、
た
だ
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
史
を
塗
り
替
え
る
と
と
も
に
、
著
者
の
あ
と
を
追
う
若
手
研
究
者
の
成
果
を
随
時
取
り
入
れ
、
今
後
の
指
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
横
綱
相
撲
の
仕
事
ぶ
り
だ
と
感
じ
た
。
な
お
、
上
演
史
へ
の
着
目
は
、
鏡
花
受
容
史
、
鏡
花
が
い
か
に
読
ま
れ
た
か
を
検
証
す
る
う
え
で
も
き
わ
め
て
重
要
な
取
り
組
み
と
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
明
治
期
と
比
較
す
る
と
き
、
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
鏡
花
の
同
時
代
評
は
け
っ
し
て
多
く
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
春
陽
堂
版
全
集
の
刊
行
（
大
正
14年
）
や
追
悼
特
集
（
昭
和
14年
）
の
折
に
、
鏡
花
へ
の
言
及
は
行
わ
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
間
隙
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、
戯
曲
や
上
演
史
の
研
究
は
、
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
著
者
は
「
後
記
」
で
本
書
の
題
名
の
趣
旨
を
、
泉
鏡
花
と
い
う
作
家
の
タ
ブ
ロ
ー
は
と
う
て
い
出
来
上
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
論
文
集
の
書
名
を
「
素
描
」
と
す
る
こ
と
は
早
く
か
ら
の
腹
案
だ
っ
た
。
基
礎
的
研
究
と
い
う
こ
と
ご
と
し
い
題
名
を
避
け
た
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
の
ち
に
岸
田
劉
生
の
「
色
彩
の
悦
楽
は
要
す
る
に
感
能
の
悦
楽
に
終
る
。
美
術
の
事
は
そ
れ
か
ら
先
の
事
で
あ
る
。
美
術
に
あ
つ
て
は
何
と
云
つ
て
も
素
描
の
深
さ
を
第
一
に
知
る
必
要
が
あ
る
。
色
は
深
さ
に
至
る
事
は
出
来
な
い
。
深
さ
を
会
得
す
る
に
は
素
描
を
会
得
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
（
引
用
の
出
典
は
鈴
木
が
省
略
）
と
い
う
言
葉
の
あ
る
の
を
知
っ
て
、
い
さ
さ
か
心
を
強
く
し
た
。
と
述
べ
て
い
る
。
「
色
彩
」
は
解
釈
や
鑑
賞
に
、「
素
描
」
は
実
証
的
な
基
礎
研
究
に
換
言
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
著
者
は
、
恩
師
岡
保
生
氏
の
学
風
を
回
顧
し
て
、
「
調
べ
の
手
間
を
惜
し
ん
だ
安
直
な
そ
の
場
凌
ぎ
の
解
釈
は
厳
し
く
斥
け
ら
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
一
読
者
と
し
て
の
恣
意
的
な
解
釈
を
競
い
あ
う
前
に
、
作
品
成
立
の
時
点
に
立
ち
戻
り
、
作
者
の
意
図
を
精
確
に
把
握
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
研
究
者
の
本
分
だ
と
い
う
考
え
に
貫
か
れ
て
い
る
の
が
本
書
な
の
で
あ
る
。
こ
の
厳
格
な
研
究
姿
勢
が
、
か
よ
う
に
豊
か
な
広
が
り
を
み
せ
る
と
き
、
時
を
経
て
古
び
な
い
輝
き
を
放
つ
と
き
、
い
や
し
く
も
文
学
研
究
者
の
一
人
と
し
て
私
は
、
粛
然
と
襟
を
正
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
な
お
、
脱
稿
直
後
に
、
本
書
の
、
第
二
十
五
回
や
ま
な
し
文
学
賞
（
研
究
評
論
部
門
）
受
賞
の
報
に
接
し
た
。
鏡
花
研
究
者
と
し
て
、
我
が
事
の
よ
う
に
誇
ら
し
い
。
（
す
ず
き
け
い
こ
宇
都
宮
大
学
教
授
）
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